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コネクタソンへのステップ

• ＩＨＥＪ事務局への 「紙」による参加申し込みと参加
費用の払い込み
→別途事務局から連絡

• 「ＫＵＤＵ」(インターネット・ウエブ）からのベンダーごと
の参加システムの登録
→どんなシステム構成でどんな統合プロファイルを申請するかを登録

(期日：9月以降、未定）

• 第2回ベンダーワークショップ
→コネクタソン実施方法、テスト・シナリオなどの説明（11月15日予定）

• 事前テスト（ＭＥＳＡ ＴＥＳＴ）実施と結果の提出
→申請プロファイル・アクターに応じて結果提出（期日：12月末日予定）

• 実機接続テスト(コネクタソン）
→参加ベンダーの担当者とＰＭ（プロジェクト・マネジャ）がＫＵＤＵを用い

て、相互接続確認テストを実施(2007年2月5日～9日）
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ＫＵＤＵへの登録

• 基本的には2005年度と同じであるが９月ごろ
2006年度版をオープン予定

http://kudu-ihej.dyndns.org/japan200７/

– 旧版は以下でアクセス可能（登録不可）
http://kudu-ihej.dyndns.org/japan2006/

– 登録方法（現在は旧版）は以下から入手可能
http://kudu-ihej.dyndns.org/kudu_op.pdf

初めてのベンダーの方はぜひ一読とＫＵＤＵへのアク
セスを体験してください。

このＫＵＤＵはプロテクトがかかっています。

ユーザ名： ihejuser パスワード： ihej2005
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MESA TＥＳＴ Tools

Mallinckrodt Institute of Radiology (MIR)がIHE
のために開発
– Medical Enterprise Simulators and Analyzers
– 単独に接続ケースをシミュレートしてテスト

– WIDOWS NT/2000,UNIX(Solaris,LINUX)ベースのbinary 
applications (C++) とテストケース実行のためのperl scripts 

– 一部を除きSource Codeが提供される

– 国際標準の最新版に対応

– 昨年と同様日本語への対応は一部の統合プロファイルとアク
ターに対してのみ可 （Ｌｉｎｕｘ版のみ）

– 日本版拡張仕様（ＨＬ７ v/r2.5, HIS-RIS（JJ1017)等）には対
応していない
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• コネクタソンへの参加の前提条件

参加ベンダーはコネクタソンでの作業を軽減し効率化す
るため、事前にこのテストを行いテスト結果をIHE-Jに提

出する。

• 実際の適用
– ＤＩＣＯＭ系システム（ＲＩＳ、ＰＡＣＳ）

ＭＥＳＡ英語版で実施、日本語対応するシステム場合は一部テスト

についてＭＥＳＡ日本語版で日本語の患者名などで実施

– ＨＬ７系システム（ＨＩＳ－ＲＩＳ，ＬＡＢ）

別途日本版拡張仕様チェックシート等にて対応、適用範囲に制限

がある模様

– 提出締め切り： 未定（１２月末ごろ）

MESA TＥＳＴ Tools
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• 英語版の旧版は、
http://www.erl.wustl.edu/mesa/index.html
から入手可(パスワード不要）

• 英語版の最新バージョン及び日本語版は、
参加ベンダーにのみ後日公開(11月ごろ）

MESA TＥＳＴ Tools



8

コネクタソンの実施

• ＩＨＥＪ 2006 コネクタソン実施会場及び期間
東京都立産業貿易センター(浜松町館）

200７年2月5日(月)～9日(金)

• 実施概要
– 申請した統合プロファイル・アクターの組み合わせから予め指定され

たテスト・シナリオを参加者同士で実施する。

– その結果をＰＭ（プロジェクトマネジャー）に確認してもらう。

– 同一テスト・シナリオで3件以上確認をえたら、そのテストは完了した
ことになる（3インスタンス･ルール）。

– 申請した統合プロファイル・アクターの可能な組み合わせのテスト・
シナリオがすべて完了した場合、そのシステムの統合プロファイル・
アクターは完了となる。

– 申請したシステムごとに、実施すべきテスト・シナリオ、組み合わせ
相手、テストの進捗状態、テスト結果などすべてＫＵＤＵを用いて運
用される。
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• コネクタソンの実施ルールとテスト実施方法
– ＫＵＤＵのメニュー「Ｐａｒｔｉｃｉｐａｔｉｏｎ Ｒｕｌｅｓ」

• コネクタソンのテスト・シナリオ
– ＫＵＤＵの「Ｃｏｎｎｃｔａｔｈｏｎ」／「Ｔｅｓｔ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」

• コネクタソンの結果
– ＫＵＤＵの「Ｃｏｎｎｃｔａｔｈｏｎ」／「Ｒｅｓｕｌｔ Ｍａｔｒｉｘ」

• コネクタソンのプロファイルごとの組み合わせ
– ＫＵＤＵの「Ｃｏｎｎｃｔａｔｈｏｎ」／「Ｖｅｎｄｏｒ Ｇｒｏｕｐ」

「Ｌｉｓｔ ｏｆ ｐａｒｔｉｃｉｐａｔｉｎｇ ｓｙｓｔｅｍｓ ｓｏｒｔｅｄ ｏｕｔ ｐｅｒ ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ ｐｒｏｆｉｌｅｓ」

• コネクタソンのネットワークや参加システムの情報」
– ＫＵＤＵの「Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」／「Ｎｅｔｗｏｒｋ」

ＫＵＤＵの利用例

2005年度版でログインすれば自社の情報を参照できる。

今回初参加者も次のダミーを用いてログイン可能

Ｌｏｇｉｎ： 「test6」 Ｐａｓｓwｏｒｄ：「test6test6」 ・ Ｌｏｇｉｎ： 「test7」 Ｐａｓｓwｏｒｄ：「test７test7」


